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軍事演習中の惨事 

 南朝鮮では、哨戒船沈没（３月２６日）直後から、当局の発表に矛盾点が多く「わい曲」「ねつ造の可能性が指摘されていた。 

哨戒船は米・南朝鮮の合同軍事演習中に沈没した。西海にはイージス艦など最新鋭の戦力が配置されていた。もし哨戒船に

対する「北の魚雷攻撃」があったのであれば、両軍はこれを探知できず、味方が被害を受けたにもかかわらず放置したことに

なる。軍当局にとっては責任問題になるが、当日の軍事的対応については、いまだ納得のいく説明はない。  この間「軍民共

同調査団」が沈没の原因に関して一連の発表を行ったが、疑問は解消されていない。例えば、「調査団」は４月の時点で「バ

ブルジェット」によって船体が真っ二つに割れ、沈没したとの見解を示した。「バブルジェット」とは、魚雷などが水中で爆発した

際に生じる強力な水流のことで、魚雷が船体に直接当たらなくても大きな被害が出る。船体に直接ぶつかって爆発する直走

魚雷でない「バブルジェット」方式の魚雷がさく烈する場合、海面上に数十～数百㍍高さの水柱がともなうが、「天安」の生存

者たちは、そのような水柱を見ていない。  「調査団」には民間人も参加しているというが、構成メンバーは明らかにされてい

ない。今回の沈没原因は「外部爆発」ではなく、船体の老朽化によるものとの見解がある。これと関連して艦船沈没の「主犯」

であるかもしれない軍当局に「調査」を任せるべきではないとの指摘もある。  

告訴による「口封じ」  

 沈没原因に関して一般市民の中には、座礁による事故などさまざまな見方がある。一部メデイアが、哨戒船の近くに米軍の

潜水艦が沈没していると考えられる「状況証拠」を示し、米潜水艦による「誤爆」や「同士討ち」の可能性も取りざたされた。し

かし、この件について報じた KBS テレビは当局から名誉棄損で告訴された。  類似したケースは他にもある。廬武鉉政権時

代の青瓦台安保戦略秘書官がインタビューで「政府と軍当局が国民に公開しない資料を米国が持っている」と語った。元秘書

官は、米軍と南朝鮮軍の合同軍事演習中に哨戒船が沈没したのであるから、米側は当然、航跡記録、交信記録を把握して

いると指摘した。それは青瓦台時代の経験に基いた発言であったが、国防長官は虚偽の事実を流布したとして、元秘書官を

告訴した。  北側は哨戒船沈没に対する関与を明確に否定している。「北関連説」を追及する目的に関しては「無能な国政運

営によって引き起こされた危機的状況から抜け出るため」（労働新聞・軍事論評員）反北対決を扇動していると指摘した。南朝

鮮では６月２日に地方選挙が行われる。与党が敗北を喫すれば保守陣営が分裂し、政権のレイムダック化が加速すると見ら

れている。 艦船沈没問題で北への敵対心を煽る状況が生まれれば、不利な選挙情勢を逆転させ、内紛が絶えない保守陣

営を結束させることができる。 （朝鮮新報 5 月 24 日号より抜粋） 

訃    告 

郡山市在住の康二煥氏（総聯中通支部顧問・康日鉉郡山分会長の父）が 5 月

22 日に亡くなりました。（87 歳） 

郡山市の開成メモリアルホールにて 5 月 25 日に告別式が執り行われました。 


